
ある日、お当番さんから「来園者さんが家族との関係に悩んでいるようだ」と相談がありました。話を聞くことはできたけれど、それ以上

どう関わっていいかわからず、もどかしさが残ったと言います。

その出来事をきっかけに、もう少し踏み込んだ“おせっかい”ができてもいいのでは、と感じました。マニュアルではなく、その場にいる人

が考えて動けるように——そんな思いから、この指針が生まれました。
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策定の背景
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これは、ひろばに関わるすべての人が、自分の判断で動くための「考え方の土台」です。

子どもや利用者のためになると感じたとき、この指針に沿って、自由にしなやかに判断し、関わり合う場で

ありたいと願っています。


